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石川県立九谷焼技術研修所 

平成２５年度デザイン支援事業成果作品展 

「進化する九谷～土を編む～」の開催について 
  

石川県立九谷焼技術研修所では、毎年、若手の九谷焼作家のデザイン力向上を目的とした

「デザイン支援事業」を実施しています。 

この度、平成２５年度に参加した若手の九谷焼従事者１４名の作品の展示・販売をいたし

ます。 

作品をご覧頂き、若手作家のこれからの九谷焼の力強い息吹と可能性、新たな風を少しで

も肌で感じて頂ければ幸いです。 

 

 

記 

 

1. 展 示 期 間  平成２６年５月２７日(火)～６月８日(日) 

１０：００～１８：００ （最終日は１４：００） 

 

2. 展 示 場 所  「しいのき迎賓館 ギャラリーＡ」 

         （金沢市広坂２丁目１－１） 

 

3. 出展者・作品数  １４名（別添のデザイン支援事業参加者課題作品一覧参照） 

約２００点の作品展示販売 

 

＜参考＞ デザイン支援事業の内容等 

この「デザイン支援事業」は、参加者が専門家のアドバイスを得て、現代のライフ

スタイルにマッチしたエンドユーザーが求める商品を目指して、新たな商品開発に取

り組んできたものです。 

ユーザーの求める志向は何か、作者の思いが伝わる作品かどうか、また、絵付けの

美しさ・力強さ・繊細さなど様々な視点を念頭に入れ、試行錯誤を繰り返しながら、

作品の出来栄えも当初の作品から大きく成長して、今回のオリジナル作品に仕上がり

ました。 

＜商品改良アドバイザー＞ 

陶芸家    伊藤 慶二 氏 

デザイナー  山村 真一 氏 



(参考)

石川県立九谷焼技術研修所

No． 氏名 作品のテーマ 作品の思い デザイン支援事業を通じて…

興味をひく面白い九谷焼を作る。

3

陶芸には様々な加飾方法があり、学
校でも色々学びましたが、まだ自分が
これだと思える何かをつかめていな
く、自分独自の加飾の探究をしていき
たいと思い、これをテーマにしました。

制作過程では、色々な加飾方法、釉薬・化
粧土・下絵・上絵で、又、土も変えて制作し
てみましたが、思いつきで制作したものが
多くあまりにも方向性が違うものが多かっ
たので、最後にはいくつかに絞って制作す
る事にしました。
これからは、それらを展開して行けたらと
思っております。

4 河内
かわうち

　範子
の り こ

2 伊藤
い と う

　由紀子
ゆ き こ

「水滴」「偏壺」

古風で趣きのある器に伝統的な絵柄
という、九谷焼の美しさが映える様式
を踏まえつつ｢よく見たらなんか面白
い｣と思うような作品を目指しました。
少しくらいあそんでも白い生地が品良
く見せてくれるので、文様アレンジを
考えるのが楽しく、磁器の持つ上品力
に惚れ込むこの頃です。

デザイン支援事業参加者課題作品一覧

〈流れるような墨の線に絵を加えた
ら、どんなに格好いいだろう…〉
と思ったのが始まり。

字の形に合わせて絵を加えるのではなく、
絵が字に見える…という方がよいのではな
いか？
この件については現在もなお考察中。

形と厚みのバランス、切り口の形状などを
改善、工夫した。

井上
いのうえ

　雅子
ま さ こ

「書と絵の融合」1

手が遅く、作品を沢山提出することが出来
なかったのですが、先生方の適切なアドバ
イスは勉強になり、また他の参加者の講評
を聞くのもとてもためになり、励みになりま
した。
このような形で卒業後も研修所と関わりが
持てることを大変ありがたく嬉しく思ってい
ます。

「干支の香合の場合」動物の形をただ水平
に切り離して蓋と身に分けるのではなく動
物の動きを生かす、変則的な切り分け方を
学ぶことができた。

なんとか形にしていきたい…
トゲのあるアイテムを…
色々思うのですがどうにもうまくできな
い…
でもやっぱりなんとか前に進みたい…
と　私の頭でずっとグルグルまわって
います。

頭が柔軟でなく、用途と飾りの両方をぐ
ちゃぐちゃに求めていた私に、用途あるも
のから頭を切り離すことをアドバイスしてい
ただきました。
(どちらかにする)
…でも、うまく出来ずに毎回悪戦苦闘で
す。

　「自分独自の加飾の
　　探究」

赤絵細描を描く器は、繊細で凛としたもの
でないといけないのでは、と思いつつも
作った手びねりのいびつな器の赤絵細描
に先生方から高評価をいただきとても自信
がつきました。
手びねりと細描という新しいオリジナル赤
絵ができました。
ありがとうございました。

「新しい赤絵細描」

「もっとトゲを生かす」

坂井
さ か い

　美紀
み き

稲積　佳谷
い な づ み か こ く

｢蓋物」

蓋物は中が見えないという神秘性の
ある器だと思う。
形や模様で世界観を表現しやすいの
では！？と思い取り組んでみた。

6

7

河端
かわばた

　理
り

恵
え

子
こ

「面」　「香合」

動物(特に干支の動物)の動きや表情
を香合で表現したいと思った。
動物のおもしろい魅力的な表情が表
現できればと思う。

5

河村
かわむら

　澄香
す み か

1



No． 氏名 作品のテーマ 作品の思い デザイン支援事業を通じて…

器でも「楽しい」がある。

霽
はれ

窯
がま

島田
し ま だ

　章夫
あ き お

出口
で ぐ ち

　和美
か ず み

水分を含んだ土の状態の生々しさ、
艶っぽさが、出来上がりまで保たれれ
ばいいのですが…。

窯の中で土が軟化し、ゆがみやたわみを
生じる事によって、「やわらかさ」を出そうと
思った。
人の手で作る意味を見つけようとしまし
た。

｢九谷焼の食器
　～普段使いしやすい
　もの、シンプルなもの
　、古九谷などからヒン
　トを得たものを考える

～」

食器制作にあたっての成形方法、加
飾についてのアドバイスを頂きたいと
いうことと、古九谷など古典について、
改めて勉強したいという気持ちがあり
ました。

当初、絵付けについては古典柄の写しを
考えていましたが、デザイン釉薬を変える
などのアドバイスを頂き、テーマに囚われ
ない色々な可能性が広がっていった気が
します。
いつも絵を描きすぎかなと思っていました
が、もっと描き込んでもいいと言わたのが
意外でした。
形は高台、皿の深さなどの具体的なアドバ
イスから、自分が普段あまり意識していな
かった視点について気づかせてもらえまし
た。

「やわらかい器作り」

陽だまりの中にこだまする笑い声、そ
んな世界を表現したかった。

大きくしてみたり、小さくしてみたりする中
で、ベル・テーブルマスコット、一輪差など
幅が広がった。

現在、食器売場での展示が主になっ
ているので、そこでファンになってくだ
さる方を一人でも多く増やしたい。

「定番商品はこの三つくらいでいいね」と言
われ、しぼって考える事ができるようになり
ました。

「自分の看板となる商
　品の制作」

　「ガーデンマスコット
　　の制作」

高辻
たかつじ

　あい

船木
ふ な き

　大輔
だいすけ

武田
た け だ

　朋
と も

己
み

中川
なかがわ

　眞理子
ま り こ

東
ひがし

　　早苗
さ な え

　　　　猫作品、
　「今までなかった発
　　想。」

照明にしても吊り香炉にしても、日常
生活の中にあって非日常を楽しんで
いただくことを思って創りました。
より身近に置いていただいて、いろい
ろ創造したり、手に触れて楽しんでい
ただけたら喜しいです。

吊り香炉：シンプルな形でしたが、より細部
             にこだわり、可愛らしさを出すた
             め、頂点に小鳥をつけました。
照　　明：能面を課題にしてスタンド型にし
             たいと思います。

8

9

10

11

12

13 「照明と吊り香炉」

2
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